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フラメンコの歴史と解説卓話

　スペインのフランメンコは、どこから来たのでしょ

うか。スペインにジプシーがたどり着いたのは１５

世紀の終わりです。９世紀にジプシーたちがイン

ドを発ち、ヨーロッパを遍歴し始めたことは広く

知られています。多くの音楽学者はフラメンコへ

のヒンドゥー音楽の影響を否定していますが、そ

の反対のことを示す事実もあります。例えばフラ

メンコの１つ、シギリージャという歌は悲しみや恐

れといった感情を掻き立てる曲ですが、ヒンドゥー

音楽のラーガと呼ばれる旋律も同じように感情

を呼び起こすものです。フラメンコの歌手の多く

がする鼻にかけた歌い方は彼らに力を与えると

考えていますが、同じ役割を持つ歌はヒンドゥー

にも存在します。歌の部分の前に歌われる「アイ

アイアイ」という歌詞はヒンドゥー音楽のアラップ

という歌詞に似ていて、歌の中で苦悩や絶望といっ

た感情がどのようなメロディに載せて歌われる

かを聴く者に思い描かせます。ヒンドゥー音楽も

フラメンコも昂ぶる感情を手の動きや顔の表情

で表現しますし、両者ともメロディに重きが置か

れているため歌詞は簡潔です。

　次はジプシー音楽とフラメンコへの進化につ

いてお話しします。

　多くの人はジプシーはそもそも独自の音楽を持っ

ていなかったと考えていますが、私は各地のジプ

シー音楽を一つに結びつける何かが存在したと

考えています。ジプシー達はインドから独自の音

階を持ちこみましたが、スペインでイスラムやユ

ダヤの音楽的影響を受けました。ユダヤ、アラブ、

ジプシーの音楽には共通点がたくさんあります。

例えばその音楽は旋律的でハーモニーを多用し

ない、その美しい調べは

不安や憂鬱を払拭し病気

を治すと考えられている

ことなどです。ジプシー音

楽やアフガニスタン、ペル

シャといった国々の音楽、

また古代ギリシャやメソポ

タミアの音楽もインド音

楽を土台としており、それらの音楽は全て同じグルー

プに属していると言えます。

　アラブ人がスペインに持ち込んだカイタラと呼

ばれる四弦のギターは、元々はジプシーが使って

いたもので、それにスペイン人が弦を一本加えて

五弦のギターにしました。

　さて、フラメンコの誕生です。１８４０年にトリアー

ナ地区でジプシーの踊りが踊られるまで人々はフ

ラメンコについて余りよく知りませんでした。初

期は使われていた言葉こそジプシーの言葉カロで、

アラブの影響を色濃く受けていましたが、そこに

少しずつアンダルシアらしい要素が加わっていき

ました。フラメンコはギターで演奏されることで

その魅力を増し、限りなくバリエーションを増やし

ていきました。フラメンコとギターの間には、まる

でギターはフラメンコのためだけに作られたか

のような結びつきがあります。また現代のフラメ

ンコ舞踊では腕の動きより、リズムを取りながら

足を打ち鳴らすサパテアドの方に重きが置かれ

ています。

　お話ができてすごくうれしかったです。ありが

とうございました。




